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「やり場のない感情をぶつける」といったごく定型的な表現を容易に想起することは可能だが、この場合、感情は何らかの発散に向けて 通路を必要としている点に注目してみよう。言い換えれば、その輪郭を画定すること自体が困難な何らかの内面的な振幅とし しか規定しえないような感情を、何らかの他者―もちろん れが事物であったとしても、他者という定位は理念的には成立する―に振り向けるには 当然のことながら、この感情の移動を可能にする通路、 まり、土木工学的な意味でのインフラの配備が要請されると う点を考えてみる必要があるということだ。そ て、この定型的な表現に含まれる「やり場 ない」という記述は、 のようなインフラが依然 して配備されていないがために、この感情的な起伏が向うべき場所も、またその場所に向う際の通路も未整備であるがゆえの暴発という事態を喚起する こ 場合、インフラという概念を興奮の通過にともなう疎通
（
frayage ）
という概念とともに思考することもできるかもしれないが、いずれにせよ、疎通によりひとたび通路が開設されると、興奮量が低減するという生理学的な次元の仮説は、感情のインフラを思考するうえで示唆的である いえる。あるいは、日常的に用いられるバイパス いう語をこの文脈で考えてみることもできるかもしれない。それが血流であれ、交通量であれ、一定の規模を超え出る容量が一挙 横溢する事態の改善策が、もうひとつの迂回路の疎通を想定するという対処策である点もまた、インフラをめぐ 思考と合流することになるだろう。
ところで、テオドール・リップスによって一九世紀末に体
系化された感情移入
（
Einfühlung, 英語では
em
pathy ）という概念は、
日本の近代文学の形成に際してきわめて重要な役割 演じることになった。島村抱月によって積極的に導入され、展開されたこの感情移入とい 概念は、ごく単純化していえば、何
らかの対象に自らの感情を投射し、この対象と 感情次元における融合、一体化の経験を示唆す 、抱月がとりわけ注目するのは、茫漠とした朧げな気分を対象と共有す心理状態である。いずれにせよ、この理念は同時代の日本美術において形成された朦朧体の概念とも決して無縁ではありえない。また、一九一六年に萩原朔太郎らによって創刊された詩誌が『感情』と命名されていたこ も注目しておこう。
ところで、 一九三六年の 「現代詩の本質に就いて」 と題され
た座談会で、 立原道造は、 「今迄の詩がどうして 歌っ いるよりも描いているように思います。感情で歌う ではなく、感情を歌って るように思います。 」と発言している。そしてこの 〈感情で〉 ／ 〈感情を〉 という小辞 対立関係 明晰な指摘は注目すべき あり 感情のインフラがどのように設営されたのかという従来の文学史、芸術史の問題設定それ自を再考する必要を示唆して る。 つまり、 感情という概念自体がひとつのインフラと 設営されたのであって、感情というインフラそれ自体がいわば歌うべき課題にとどまっていたというこの認識はまた、感情というインフラ 共有 完の確認といえるかもし ない。 そして、 とえば、 萩原朔太郎のリズム論が、大きな対立構造を欠い 言語媒体による微妙な起伏 拡がりに注目するという点で、 と うインフラが融合原理として、対立性を欠いた一様な気分の拡が への
同調要請ともなりかねない局面を構成した もいえる ずだ。
そして日本におけるモダニズムは、その稚拙さと素朴さが
ときに嘲笑の対象と るにしても、 築され、ナショナルな規模で配備される感情というインフラ 対して、ひとつの切断の試みとして機能しう 可能性を備えたも であったことに注目してみることにしよう。そして、 の切断線は詩人たちによって、ベーリング海峡
（逸見猶吉）
、韃靼海峡
（安
西冬衛）
、ブラキストン線
（吉田一穂）
と名指されたが――ここ
に、古賀春江が自ら 絵画作品の題名に与えた「現実線」いう語も追加すべきだろうか――、これらの名称のいず もが北を指差していることは、日本型モダニズムの地政学的な分布の問題と 連関 、ここでは、 『抽象 感情移入』のヴォリンガーから抽出した〈ゴシックの線〉をドゥルーズが〈北方の線〉とも呼んでい 点を活用して ヴォリンガーの抽象衝動の問題系と強引に連結させてみることもできるだろう。
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